学会だより by 岡山大学算数・数学教育学会,

























(6)川上公一先生 (昭和53年卒)と兼鷹 聴先生 (平成2年修了)が,平成8年度福武教育振
興財団教育助成を受けて1年間研究を行ないました｡研究テーマはそれぞれ ｢動的に図形をとら








- 8 5 -
(8)次の17名の方々が新しくご入会なさいました｡敬称は省略させて頂きます｡

















た｡その詳細を, 『脱偏差値教育を求めて』という横見で.鴨方高等学校の大祐 進先生 (昭和
42年卒)に紹介して頂きました｡中学生の進路指串の際に参考にして頂ければと思っています｡
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◆ 石井稔梯 演題 『教育問題を考える』











幅広いご見識や径駿をもとに,エビソ- ドを交えながらのご講演で したQ◆時光康成先生 (倉敷市立万寿小学校) r小学校におけるコンピュータの活用JI
O 算数科におけるコンピュータ活用の目的
学習過程 コンピュータ活用のねらい
① 課題把握の鳩 評魔を把握 しやす くするo学習意欲を喚起するo
② 見通 しを持つ場 解決の方法を知る○答えの見当をつけるo
③ 自力解決の喝 多 くの例を観鼻するo思考実験をするo
④ 集団思考の鳩 多様な考えを分かりやすく表現 し,比較 .検討 .統合するq
○ コンピュータ活用の実際







◆ 川上公一先J=生 (岡山大学教育学部附属中学校) 『中学校におけるコンピュータの活用』
○ 生徒が主体的に学習する授業を8r]り出すためには,コンピュータは, ｢教える道具｣
ではなく, ｢学ぶ環境｣になる必要がある｡そのための3つの活用の視点を提案する｡
(1) コンピュータは,情報収集 ･処理のための ｢環境｣であるO
(2) コンビュ-タは,問題解決のための ｢撹境｣である｡
(3) コンピュータは,プレゼンテー ションのための F環境｣である｡







事例として,Cabr卜Geimetryの実践例を紹介 した｡ノー トにかくのと同 じ感覚で図形
を表示でき,図形の点や線を自由に動かしたり,変形させたりすることもできる｡ さま
ざまな活動を通 して生徒たちは動的に図形を捉 らえる能力を伸ばしていく｡◆末席 聡先生 (岡山県立勝間田高等学校) rグラフ関数電卓痛用の忘我と実践報告』
○ グラフ花卓はコンピュータに比べて小 さく操作 しやすいが,豊富な機能を持つ｡その
良所を生か した開放の授業実践を実演を交えながら発表された｡
o ｢微分の話｣では,グラフ電卓の計算機地を利用 し,曲線上のいろいろな点におけ
る傾きを求める活動を行ったo また,曲線をズ-ムして観察 し.直線に近似 してくる
ことを確認 した｡その結果,接線の理解が不十分だった生徒の多 くが,接線のイメー
ジを変え, ｢微分係数は曲線の傾 きである｣ことが不自然でなくな った｡
o ｢コーヒーの冷め方について｣では,CBLシステムを用いてコー ヒーの冷めるデ
ータを取 り込み,グラフ電卓を用いて制定結果を回帰分析 させると,指数関数になる
ことがわか った｡生徒は自然現象が式で表現されることに驚 くとともに納得 し,数学
の有用性に気づくことができた｡
o 他 3事例を紹介
◆ ワークショップ 『中学校学習ソフ トとインターネット』, 『cBLとグラフ電卓j
O 附属中学校が授業で使用 しているソフ ト｢MaLhMagic関数｣, ｢MathMaglC統計｣,
｢LeLIstry｣.｢cabri-GeomeLry｣の使い方を説明を した後,それぞれのソフ トを自由
に使 っていただいた｡実際の授業でどのように使っているか等の質問 も出て,多 くの先
生方がすべてのソフ トを体験 されたOまた,途中から図番室に移勤 し,インターネ･ノト
も体験をしていただいた｡初めての方 も多く,和やかな雰囲気でネッ トサーフィンを楽
しまれたようである｡




クラフ電卓に対する興味の高 まりを感 L;た｡ (幹申 金光 一雄,大月 一審)
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岡山大学教育学部附属中学校数学科は,平成 8年度第 3回小学館 コンピュータ教育賞奨
励濃を受賞 しました｡吾論文の要旨を紹介 しますo
数 学 教 育 (こ お Gナ る テ ク ノ - ジ;- の ･7舌 月弓
主 体 白勺 な 学 習 の ナこ め こ`
岡山大学教育学部附属中学校数学科
川上 公一 金光 一雄 大月 -泰 平野 圭一
実践の具体的な内容
1 主体的な学習を実現するためのテクノロジ-の役割
筆者た ちは ｢数学科における主体的な学習｣ (I)を次のよ うに考え,実現をめざして
いる｡
(7) ｢学習課題｣に対 して興味関心を抱いて意欲的になる.
(イ) ｢学習探題｣の解決のための見通 しを立て,その方癌や手順などを考えて粘 り
聴 く追求するo
(ウ)協同的な作業を通 して,根気強 く r学習課庵｣の解決にあたるO
(エ) (7) (イ) (ウ)の過程を通 して.効力感,成就感を味わうu






このようなねらいを持 ったソフ トウェアを適宜授業に取 り込んでいくことで,生徒の持















MathemaLicaで 100桁 まで表示 してみたO生徒たちはその機能
に驚 きを示 した｡



















正 n/m角形の定義か ら,その性質を考え定理を発見することをめざす｡ ｢学習探題｣
を自己追求 した結果を話 し合い,数学的な見方や考え方を意識 しながら練 り上 げさせてい
く｡
1つの定攻から,体系的に定理や系を導いてい くことは数学の本質的な活動である｡






ろい｡ -をつけて も反対回 りになるだけということ
が分か った｡ とて もおもしろい ｢パソコンーワ-ル ド｣ ｡ [酌抽冊糊
(3)Cabri-Geimetry (視覚的 .動的に関係をとらえることの実践例) り )
















生徒の, ｢追求 しているときの気持｣｢授業を振 り返 って｣の記述か ら考察する｡
(1) 試行錯誤を通 して.数学的な見方や考え方ができるようになること
追求活動の過程を大切にするためには.様々な拭行錯院を通 して必要な情報や条件を取
捨選択 していくことが惑要である｡図形や式を何通 りもノー トにかいていくことは困難が
ともなう｡テクノロジーを活用することにより,命題を実験 して予刺 し.試行錯誤を繰 り
返 して学習することが可能となったO
(2) 図形を動か していく過程で.今まで気づかなかった新たな発見ができること


































































① 高校必修科目 け べての祐校が学ぶ科目)
国指Ⅰ,世界史A,日本史A又は地理A,現代社会又は政治抜群 .倫理,
数学Ⅰ,t[生物 1A,生物 lB][化学IA,化学lB〕[物理 IA,
物理lB][地学 【A,地学lB][終合理科]の5区分のうちから2科目I
② 原則収修科目 (将来の職業生活の基礎となる知弛 .技術などを身につけるために全ての生
徒が原則として学ぶ科目)
③ 総合選択科目 (科目適訳のさ考になるよう,関連する科目を系列 [科目群]としでまとめ
て開放するもの)
人文科学系列 国防tl 古典 l 現代文 国籍表現 古典練訳 現代拒海外の文学 世界史B 世界文化史 日本史B 日本文化史
地理B 地誌 倫理蹟統 岡山の歴史と文化
国際文化系列 国際理解テーマ研究 アジア理解 外国事情 ハングル中国狩 スペイン持 英指 Ⅰ 英持Ⅱ 総合英拍 英指会括
英陪会桔上級 実用兵持 リー ディング ライティング
オーラルコミュニケーション
自然科学系列 物理ⅠB 化学ⅠB 生物 IB 地学18 物理n 化学□生物□ 地学Ⅲ 実験物理 実験化 実鼓生物 数学A
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スポーツ科学系列 スポーツ l スポーツn スポーツ皿 ダンス 体育理輸
体操 体育心理 救急処定法 レクリエーシヨナルスポーツ
芸術文化系列 音楽口 音楽理論 器楽 コ-lJユづ■ンケ■ン ル7エーシ◆ユ 音楽史美術n 素描 絵画 彫刻 ヒ■シ◆ユア析◆†●イン 美術史 書道n
漢字創作 仮名創作 箕刻 .刻字 書道史
生活文化系列 家庭冊報処理 住居 服飾デザイン 食物 社会福祉基礎基礎着漣 家庭看譲 .福祉 看蛾基礎医学 老人介護
社会福祉援助技術
情報文化系列 韓配 工業簿記 国際経済 商業デザイン 流通抜群冊報管理 r-ケティげ 文書処理 冊報処理 コンビユー〃●ラフイブクス
④ 自由選択科目 (終合選択科目以外の選択科目)
日本の詩歌 岡山の文学 野外実習 (理科) 実用書道 生き方の研究
(3)平成8年度の1年生の教育畏程 (年度ガ変われば変更ガある)
科 目 前期単位数 後期単位軟
固相 l 4 4
世界史A 2 2
日本史A.地理A 2 2
数学 ー 4 4
実相J 4 4





･∴ 宣 了.,;. .∴ ｢ ;.: . :I
? ? ????
??
? ? ? ? ?



















簿記 1 (簿記 l (2),簿記Ⅲ (2)
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○理科A (2単位) I--･･･--- 物理 tA･化学 lA

















爪 期 4月 1El～ 9月30El











･水 泳 実 習 7月22日頃- 2泊3日
･スキー実習 3月 4Fl頃- 3泊4日























単元 指導項目 指 琳 内 容 . 留 意 事 項 実 施 日
自 ｢自分史｣を8く ｢自分史Jの暮き方の鋭明 4月20日
分 ･これまでの自分を般 ･正しく自己理解させ将来-の希望や目的 (土)
を り返る○ (進路決定)を考えさせる.
見 ･家族と自分とのかか r産社ノー トJに把赦させる○
つ え ○ ー の えて, の 4 26日
め ･自分や家族の理想像 について具体的に考えさせる. (金)
る も考える.･自分の将来 (進路)について考える. r産社ノー トJに記録させる.
福祉 福祉実習 2l世妃のホ齢化社会をふまえながら,自身 5月10日(金)
･耳禰一子の介助の仕方アイマスクで 追休職味方町社会福祉協議会指導旦 土屋美術 氏 の閉局としてとらえさせる.
耕演 r福祉を考えるJ 21世紀の高齢化社会の中で講折を通して
～大きい目.小さな口 r福祉｣とは何かについて理解させるoそし
･優 しい目～ て r福祉マイン ドJを持った人格 (産業社会
能力開発コンサルタント岡山所長野帳貫之 氏 人)を育成していく契機とする.
講演 r動かないから動 稚筈と戦いながら.自己を実現するた桝こ努 8
く｣ 力してきた生き方を学ばせる.そして,生徒 (土)
岡山大学医学部1回生流王雌太 氏 の人生観や職業観について考えさせるo
福祉実習 (施牧肪間) 20人1グノレ-プ計10班に編成する○ 5月24日
･福祉施設の概要現明 ･できるだけ生徒の希望を尊重して実習施設 (金)
･福祉施肝の見学実習やボランティア交流 分けをする.




社A1言と 会の変化に関すること○2.産業の発展と日常生活- 影響岡山大学法学郎教授谷 里美 氏 いての考えを深めさせる○
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職業 決済 rこ れ からの社会 ･職業の社会的役割など正しい職業理解や望 6月15 日
と根葉を 考える｣ ましい職業観について学ばせるo (土)
ヘ◆わセコ-rL,-シヨン文教 ･勤労することの意味を考えさせながら望ま
本部席間 高田正規氏 しい勤労観について学ばせる.
A 14 の の ll




地 地域交流学習 (2) 地域交流学習協力企業を念頭におきながら, 7月5日
城衣疏学管 20人1グノレ-プとするo
ア.企業の業楓と柵造ィ 社会的役割② 高校生との交流 協力企業は,系列を配威したものにする.働いている方の生の声を生掛 こ聴かせ,生徒
ウ.苦労肺や内輪暗エ 高校生に期待するもの.求めるもの の佃柵 形成の一助とする｡
地域交流学習 (5) 地域交流学習や夏季休業中の体験をふまえ 9月13日
(クラスで)① 全員 1分間スピーチ② 質疑応答 て.学んだことについて-人一人弟表させる○ (金)
秀作1本を遭ぶ.
ボラン ボランティアをしてみ なぜこのようなことをする必要があるのかを 9月21日
よう① 町内 (学校周辺 .駅等)の清掃活動倭) の廃品回収 考えさせる｡ (土)
｢ボランティアつて何J ボランティアとその精神について学ばせ.坐 11月5日
oAA事務局長 徒が生き方を考えさせる上での爽織としていく∧ (火)清水勲美 氏
の方との交流(Dボランティア活動 ボランティア4原則 (社会性 .枯祉性.自主 10 19(土)
内容の節介 悼,無償性.創造性)をふまえ,様々な争所
チィア ② ボランティアをし で様々な方がボランティア活動を実践されて
てよかつたこと いることを理解させるn
漬済 ｢ボランティア括 10人1グループとして20人のボランテ 11月 l6日





･AMDA国際大学役立の構想AMDA吉田 嫌 氏 粗織させる.
まと r産業社会と人間｣ 1年間 r産業社会と人間Jを学んで得たこと 1月18日
レポー トづくり をレポー トにまとめさせるn (土)

































･野 崎 貫 之 氏
･流 王 雄 太 氏
･谷 聖 美 氏
･滑 水 勲 夫 氏
･吉 田 修 氏
･山 田 美那子 氏
･山 口 八 郎 氏
･土 屋 英 柵 氏
･西 田 喜美子 氏













･スズキ麺工 (鴨方町) 会 長 鈴 木 栄太郎 氏
･平喜酒造 (他方町) 専務取締役 水 島 進 氏
タカキベーカリー (鴨方町) 工 境 長 田 口 光 治
美容院エリカ (岡山市) 代表取締役 元 井 啓 尋
ベネッセコーポレー ション (岡山市) 中四国支社 中 川
水 井
中国短期大学講師 (岡山市) 英指英文学科長 浦 上 典 江
きの味 (金光町) 社 長
玉島第一病院 (倉赦市) 事 務 長
一寸法師 (福山市) 社 長











･三愛圃 (笠岡市) .あすなろ圃 (倉赦市)
･オペラハウス鴨方 (鴨方町) ･天神普 く笠岡市)
･みどり荘 (倉敷市) ･瀬戸内学師 (倉赦市)
･みゆき固 (倉敷市) ･あしたぱ く*奴市)















(昭和42年卒 大 橋 進 )
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